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はじめに

利尻島での鳥類標識調査は、三浦二郎民(苫小

牧市在住、日本鳥類標融協会会員)が 1押0年に新

湊ウミネココロニーでウミネコL<uu，四ゐす irostris

を対象に実施したのが最初である。その後三浦は

1991 年と 1992 年にも実施し、特に 1992 年は春の躍

り時期である 5 月 18 から 6 日まで、オタトマリ

沼とイ dl 法志地区で 25 祖 150 羽を裸描放鳥した。

標融調査では、チョウセンウグイス Horei 白山沼田 s

borealis が利尻島で初記揖されたように(三浦

1993) 、班りの解明はもちろんであるが、観察さ

れにくい植の磯認が比較的容易であること、繁殖

の確認ができることなど、より正路な鳥類相の調

査をすることができる。このようなことから筆者

は、本島においてこれまでの観察と標識調査を継

続的に行なうことにした。 1993 年は今後の調査計

画を立てるための事前調査を兼ねて、沓形森林公園

で同年 4月から II 月まで実施したので、その結果を予

備的に報告する。

関査地及び調査期間

間査地は利尻島西部の昔形地区にある森林公園

内 (45 ・ 10' N、 141' 9' E，様高 31 同Om) の森

林である (Fig. 1) 。環境はトドマツを中心にエゾ

マツが点在する針葉樹林であるが、イタヤカエ

デ、ヤチダモ、キハダナナカマド、シウリザク

ラなどの広葉衡が小数混じっている。また、一部

疎林やチンマザサの薮があるなど環境は多様で

ある。

繍獲のためのカスミ網は、公園内南側にある利

用の少ない地区の樹林内と小高い丘の遊歩道を利

用して 2 ケ所に殺置した。網は 36 メッシュ 12m を

4 枚と 36 メツンユ 6m を 1 枚世用した。

期間は 1993 年 4 月 178 から 6 月 3 日までの 36 日

間と 8 月 29 白から 11 月 28 日までの 63 日間のあわせ

て 99 日間である。時間帯は、季節によって速いは

あるが概ね平日は午前 4 時から 7 時半と午後 5

時半から 7 時、休日は午前 4 時から午後 7 時まで

である。なお、この間査ではテープレコーダーで

鳴き声を流すなどの誘引はしなかった。

結果及び考察

1 種数及ぴ放鳥散

本調査では 36唖柑7羽を新放鳥し 14種曲羽を

再放鳥した (Tab. 1) 。

2 春 (4 月から 6 月)の特権

春は新放鳥が31種269羽、再放鳥が 13瞳42羽で、

移動習性では豆島 15瞳 (48%)、旅烏 9 種 (29%) 、

留鳥 7 種 (23%) であった。渡りの特徴を示すも

のとして、 1 日当たりの種数、新政鳥教が4 月 28

日 -5 月 2 日に最大となった。この期間が本鳥に
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おける春の躍りのピ クであったと考えられる。

観鼎でも 4 月 28 日にツグミ、ソロハラ、ルリピタ

キ、カシラダカの大きな群れが本島に躍った。た

だし、これら以外のジョウピタキ、ミヤマホオジ

ロでは 4 月 II 日に初寵が観寵されていることと、

ミヤマホオジロでは鴇査開始日の 4 月 17 日に 7 羽

を放鳥したので、これらの種のピークはもう少し

早いと考えられる。

それらより遅れて 4 月 30 日にウグイス、クロジ、

5 月 l 日にアリスイ、ピンズイを雄鳥したことか

ら、主な亙鳥の渡来は 4 月 30 日以降であったと推

測される。 5 月 10 日以降になると、旅烏は放ねさ

れなくなり、 E鳥とそれらの再放鳥となって散鳥

散は激減したe

3 秋( s 月 -II 月)の特甑

歓は新肱烏が24種228 ~旬、再放鳥が 7 植 38 羽で、

移動習性では宜烏 II種 (46%)、雄鳥 5 檀 (21 %)

宙局 8 祖(目%)と全体的な機成は聖わらないが、

直島、旅烏がそれぞれ減った。間査期間が畏かっ

たにもかかわらず新肱助教も同様に滅り、悲の

ようなピークが見られなかったことは、本島にお

ける躍りは概して奉の方が大規模であることが推

測される。

秋の放鳥の中心、はカラ類であったが、これはカ

ラ額が波宮学を形成していたこと仁よるものである@

4 主な肱島檀

放鳥散が最も多かった瞳はヒガラで、新政烏金

体の29%を占め、特に秋では43%を占めており、

再放鳥もそれに比倒して多かった。これは、調査

地の環境によるものである。次に多かったのはル

リピタキとンロハラで、 2 櫨とも大部分は春の放

自である。この 2 唖で容の新肱府教の 35% を占め、

期間も春の躍りのピークと同時の 4 月 24 日 -5 月

7 日であった。

IiJ亀の中では、コマドリとウグイス アオジが

多く、アオジ以外の 2彊は秋に集中していた。コ

マドリは、秩の綱査初白の 8 J:l29 日から 10 月 9 日

-4 ー



日(1 994) :3-6

表 i 利尻島沓形森林公園における標識放鳥数 ()は再放鳥数
Table1.Thenumberofcapturedbird...inKu[sugataforestpark , RishiriIsland
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までに 21 羽を新放!!I したが、前半は幼羽の若鳥が

った部分を占めていた。利尻島のコマドリは、黒田

によって亜種リシリコマドリ Erithacus akllhige

rishiriensis とされており (Ku 叫， I珂5) 、今桂の回

収記録とともに、基礎的なデタ などを収集し

たい睡である。ウグイス也秋の故鳥は若島が多く

10 月中旬が肱鳥のピークとなり最終肱鳥は日月 4

日であった。

この他、秋だけにウソを 4 羽欽鳥した。このう

ち 11 月日目に放鳥した 1 羽はアカウソPy rr加"

py1Thu-larosacea(male) であった。

全体的には 森林性の鳥類が主に雄鳥された。

草原性の手重はノピタキやベニマシコなど少数であ

り、ンマセンニユウでは、春の渡来時期が遅いこ

ともあって捕樺きれなかった。また、 ツグミは

春、秋どちらも調査地で多量観察されたが、放鳥

教は少なかった。これは、網織が樹林の中にあっ

たため、聞けた環境を肝む習性の本種が捕撞され

にくかっただけであろう。したがって、今桂は多

機な環境で網を設置し、開査期間も拡大する必要

カ空ある。

5 再紋鳥

再放免ではゴジュウカラの Return (同ー場所で約

6 カ月経過後に繍撞されたもの)が 1 例あったが、

状況からみてこれを含む再放島の回剖全てほ

R叩拍( (同一場所で約 6 カ月朱構に再ぴ捕獲され

たもの)と解釈すべきであり、 R，回very (放鳥地

から Sian以上綴れた地占で繍躍されたもの)は 1

例もなかった。

6 調査期間中に観摂された烏

調査期間中に放鳥はできなかったが、開査地で

はヤマシギ S叩10戸x ruSlI帥I，、オオジンギ GaJJinago

hMぜwick;i キジパト S山戸opelia oricntalis、カッコ

ウ白culus 印刷問、ツツドリ C山oj凶 saturatus ク

マゲラ Dryoc，叩附品別』回、キセキレイ MOlaci1Ja

四町田、モズ L卸ius bue叩!la/us、エゾセンニユウ

Lv叩stella faぉio/aω、センダイムンクイ P1JylJoscopus

叫ipitaJis、キピタキ日目duJam町ISS/nll サメピタ

キ Mωα叩'pi.! sibiricll ニュウナイスズメ Passer

[m i/ allS 、ハンボソガラス Corvus 四m田ハンプト

ガラス Corvus macrorhyn cJlO S の 16 瞳が臨察された。

おわりに

苦形森林公園は近年町民のレクリ iーンヨン施

設としてパンガロー、管理道、人口地、植樹など

の整備が有なわれており、マツ類の立ち枯れも目

立つなど、属塊の変化が散しい地績である。本瞬

査地である南側は現在のところ、遊歩道のみの整

備であり、公園のもつアメニティーとは追った議

林の持つ豊かさが体験出来る貴重な地域でもあ

る。調査結果からも、町の烏でもあるコマドリが

多く生息しているなど、この環境を今{まも保全し

なければならない責務を痛感した。
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